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「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」
と
は
、

日
常
生
活
な
ど
で
排
出
し
て
し
ま

う
CO2
（
＝
カ
ー
ボ
ン
）
を
、
CO2

排
出
削
減
活
動
に
協
力
す
る
こ
と

で
、
相
殺
（
＝
オ
フ
セ
ッ
ト
）
し

よ
う
と
い
う
取
り
組
み
。
環
境
問

題
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
背

景
に
、
近
年
は
年
賀
は
が
き
や
海

外
旅
行
な
ど
、
CO2
排
出
権
付
き
の

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
も
次
々
に
登
場

し
て
い
る
。
そ
し
て
„
子
供
た
ち

の
未
来
の
環
境
を
守
り
た
い
〞
と

願
う
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
も
、ベ
ビ
ー

用
紙
お
む
つ
に
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
、

積
極
的
に
CO2
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ベ
ビ
ー
用
紙
お
む
つ
の
発
売
以
来
、
赤
ち
ゃ

ん
と
お
母
さ
ん
の
快
適
な
育
児
生
活
の
実
現
を

目
指
し
て
、
消
費
者
か
ら
高
い
支
持
を
得
て
い

る
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
。

　

近
年
、
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
環

境
配
慮
型
の
商
品
開
発
に
も
取
り
組
み
、

2
0
0
8
年
3
月
に
新
発
売
し
た
『
ム
ー
ニ
ー

マ
ン 

ス
リ
ム
パ
ン
ツ
』
は
、
従
来
の
機
能
を
維

持
し
た
ま
ま
、
吸
収
体
の
薄
さ
を
2
分
の
1

に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

し
か
し
、
使
用
後
の
紙
お
む
つ
を
焼
却
す
る

時
に
発
生
す
る
CO2
を
、
ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
の

も
事
実
。
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
は
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ

ブ
ル
（
使
い
捨
て
）
商
品
を
扱
う
日
用
品
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
真
摯
に
受
け
止
め

た
。
そ
し
て
ベ
ビ
ー
ケ
ア
事
業
を
営
む
企
業
と

し
て
„
子
供
た
ち
の
未
来
の
環
境
を
守
り
た
い
〞

と
い
う
強
い
使
命
感
か
ら
、
新
た
な
環
境
活
動

の
取
り
組
み
に
も
着
手
。「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
ベ
ビ
ー
用
紙
お
む
つ
」
と
し
て
、『
排
出
権
付

ム
ー
ニ
ー
マ
ン
ス
リ
ム
パ
ン
ツ
』
を
限
定
発
売

し
た
。

　

こ
れ
は
紙
お
む
つ
の
焼
却
時
に
発
生
し
て
し

ま
う
CO2
を
、
C
O
J
（
有
限
責
任
中
間
法
人　

日
本
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
）が
提
供
す
る
カ
ー

ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
通
じ
て
、
排
出

権
を
購
入
、
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
も
の
。
ベ
ビ
ー

用
紙
お
む
つ
1
パ
ッ
ク
の
購
入
で
オ
フ
セ
ッ
ト

で
き
る
CO2
は
、
約
3
kg
（
※
入
枚
数
に
よ
り
異

な
る
）。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
多
く
の
消
費
者
か
ら

支
持
さ
れ
、
当
初
の
目
標
を
約
11
％
上
回
る
、

約
3
4
0
0
ト
ン
の
CO2
排
出
量
を
オ
フ
セ
ッ
ト

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
数
字
は
ス
ギ
の
木

約
24
万
本
が
、
1
年
に
吸
収
す
る
CO2
の
量
に
匹

敵
す
る
。

　

ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
は
こ
れ
か
ら
も
、「
や
さ
し

さ
を
つ
く
る
。や
さ
し
さ
で
さ
さ
え
る
。」を
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、消
費
者
に
と
っ

て
、
社
会
に
と
っ
て
価
値
あ
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
実
現
し
続
け
て
い
く
。

　

そ
し
て
環
境
活
動
に
お
い
て
も
、
消
費
者
に

と
っ
て
、
社
会
に
と
っ
て
最
も
良
い
こ
と
は
何

か
を
追
求
し
、
気
候
変
動
と
い
う
地
球
規
模
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ベビー用紙おむつでCO2を減らせ！
　－カーボンオフセットキャンペーンの取り組み－

ベビー用紙おむつで CO2 を減らせ！－カーボンオフセットキャンペーンの取り組み－

ユニ・チャーム株式会社

coe ×

◀
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
ベ
ビ
ー
用
紙
お
む
つ
」
と
し
て

　

限
定
発
売
さ
れ
た
『
ム
ー
ニ
ー
マ
ン 

ス
リ
ム
パ
ン
ツ
』

▲ CO2 排出権購入の対象の１つとなった「韓国ガンウォン風力発電
　プロジェクト」。本プロジェクトは温室効果ガス削減事業として、
　国連から認証されている

紙おむつ
購入の
お客様

●カーボンオフセットの仕組み

温暖化ガス
削減事業

有限責任
中間法人
日本カーボン
オフセット

ユニ･チャーム
キャンペーン
対象商品

購入者の意思を反映
し、ユニ･チャームが
売上に応じた CO2
排出権を購入

商品の代金の一部が、
COJを通じて、CO2
削減活動に活用

排出権排出権排出権

チームカーボンチームカーボン
オフセットオフセット
参加賛同書参加賛同書

チームカーボン
オフセット
参加賛同書

排出権排出権排出権

紙おむつを紙おむつを
購入購入
紙おむつを
購入

売上に応じて売上に応じて
COCO2排出券を購入排出券を購入
売上に応じて
CO2排出権を購入

COCO2排出権の調達　排出権の調達　CO2排出権の調達　

▲カーボンオフセットキャンペーンの結果を報告するサイト。
　当初目標を約 11％上回る、約 3,400 トンの CO2 排出量を
　オフセットすることができた 
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日本の家庭で飼われているペットの中で、最も
飼育率が高いのが犬と猫。今では専門雑誌や写
真集が出版されるほど人気の高い犬猫だけに、
この結果自体は妥当だとも言えるが、意外にも
飼育率は20%に満たない（データは外飼い・室
内飼いの双方を含む）。犬猫以外のペットは総じ
て10%を下回る飼育率で、ペットを飼っていな
い世帯も60%にのぼる。ペットブームと言われ
て久しい日本だが、都市部を中心にペット不可
の集合住宅や店舗・施設が増加傾向にあること
も背景となって、ペット普及率は大きな伸びを
見せていないのが現状のようだ。

◎犬猫の数は横ばい傾向だが、子ども人口を上回るほどの高水準

◎ ペットは犬猫が圧倒的に多いが、1匹も飼っていない世帯も60%

全144犬種の中のトップ10を見ると、ミニチュ
ア・ダックスフンドやチワワ、トイ・プードル
など、小型犬が上位を占めている。上位3位ま
での登録頭数は、全体の半数以上にのぼり、い
かに小型犬の登録が多いかがわかる。本データ
は2007年の1年間に登録された純粋犬種の頭
数（雑種は含まない）なので、実際の飼育頭数
とは異なるが、日本の飼育犬に占める小型犬の
割合が高いことは間違いなさそうだ。ちなみに
日本犬で最も登録頭数が多かったのは、12位の
柴犬（11,112頭）だった。

0 10 20 30 40 50 60

18.9%
11.2%

犬
猫
小鳥
金魚

鯉･錦鯉
熱帯魚

メダカ

その他

カメ
その他の魚
フェレット

ウサギ (ラビット)
モルモット (ギニピック)

1 つもない

海水魚

2.0%
6.6%

0.6%
3.2%

0.2%
4.1%
2.3%
1.1%
0.3%
1.4%
0.2%
2.9%

60.0%

0

2,000 匹

4,000 匹

6,000 匹

8,000 匹

10,000 匹

12,000 匹

2007 年2006 年2005 年

10,085 匹 9,596 匹 10,189 匹

人
間
を
癒
す
ペ
ッ
ト
は
癒
さ
れ
て
い
る
か

デ
ー
タ
で
見
る
日
本
の
ペ
ッ
ト
事
情  　

2005～ 2007年までの犬猫の飼育匹数を見る
と、犬は 1300 万匹前後、猫は 1000 万匹前
後でほぼ横ばい。一方、2005年の国勢調査に
よると、日本の15歳未満人口は約1750万人
なので、犬猫の数は子ども人口をはるかに上回
るほど多いことがわかる。飼育匹数が横ばい傾
向にあることは、犬猫を安易に捨ててしまう人
がいる一方で、新たにペットショップで購入し
たり、自治体やNPOから引き取ったりする人が
多数いることを示している。また、年齢や種別、
素材や栄養にこだわったペットフードの開発や
獣医療の進化、室内飼いの増加により、犬猫の
寿命が延びていることも、飼育匹数の高止まり
に寄与しているようだ。実際、４頭に１頭が10
歳以上という調査結果もあり、日本は人間だけ
でなく犬猫も高齢化が進んでいると言える。

0

3,000 匹

6,000 匹

9,000 匹

12,000 匹

15,000 匹

2007 年2006 年2005 年

13,068 匹 12,089 匹 12,522 匹

日本のペット飼育状況

◎純粋犬種では小型犬の登録が上位を独占

犬 猫

犬種順位 頭数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

ダックスフンド (ミニチュア 88,615・カニーニヘン 4,350・スタンダード 108)

チワワ
プードル (トイ 78,725・ミディアム 17・ミニチュア 96・スタンダード 1,143)

ヨークシャー・テリア
ポメラニアン
パピヨン
シー・ズー
ミニチュア・シュナウザー
フレンチ・ブルドッグ
マルチーズ

93,073
82,658
79,981
21,486
19,990
16,944
14,801
14,022
13,124
11,284

49,1429144 犬種

…
犬猫の飼育匹数（拡大推計値）

ペットの飼育率

犬種別犬籍登録頭数（2007年 1月～ 12月）

（%）
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1973年に制定された旧動物愛護管理法は、行政による犬猫の
引き取りのみに力点が置かれ、愛護や保護の実効性に乏しいと
いう批判があった。1999年に新動物愛護管理法が制定される
と、動物虐待に対する罰則が強化され、都道府県にも「動物愛
護管理推進計画」の策定が義務付けられる。その結果、飼い主・
行政双方が動物愛護に敏感に取り組む下地ができた。以後、犬
の殺処分数は減少を続けている。この背景には、飼い主が犬を
終生飼い続ける傾向が高まっていることや、動物愛護団体･グ
ループが積極的に保護や譲渡活動を進めていることもあるようだ。
一方、猫の殺処分数はほぼ横ばいだ。実は殺処分される猫の80％
は子猫。放し飼いや飼い主のいない猫が産んだ子猫が持ち込まれ
る場合がほとんどだ。また、交通事故などによる負傷で持ち込まれ、
飼い主不明のまま殺処分されるケースも多い。

飼い主から持ち込まれた犬猫を行政が引き取る際、運搬、保管、
譲渡、殺処分等にかかる費用を請求する自治体が半数を越えて
いる。命ある動物を有料で処分することは、同じく引き取りが
有料になる粗大ゴミのように扱うことだという批判もあった。
しかし、飼育放棄した飼い主に対して、行政が無料で引き取り
サービスを行うのは行き過ぎという議論も起こり、現在は有料
化する自治体が増加傾向にある。また、犬猫の引き取りセンター
まで持ち込むことができない住民のために、「定時定点収集」
と呼ばれる引き取り巡回サービスを行う自治体が、36％にも
のぼる。「定時定点収集」では、行政が飼育放棄の飼い主に対
し終生飼養等の指導ができないことも多く、廃止が望まれる。
また約44％の自治体が、新しい飼い主に譲渡した犬猫の追跡
調査を行っていない。引き取りの際の指導を徹底し、譲渡後も
適正飼養の確認をしていくことで、再び飼育放棄されることは
防げるはずだ。

◎犬の殺処分数は減少しているが、猫はほぼ横ばい

◎行政は犬猫の殺処分を減らす鍵を握る

犬猫が置かれている現状

ペットは「コンパニオン・アニマル（伴侶動物）」とも呼ばれ、
家族の一員として大切にしている人も多い。近年は、ペット専
用の墓地ができ、家族でお墓参りに行くことも珍しくなくなっ
た。他にも「ペット保険」や「ペット用アロマセラピー」、「ペッ
トシッター」「ペット用サプリメント」など、人間となんら変
わらないサービスを受けられるようになっている。

ペットは人間に癒しを与えるだけでなく、日常生活での
コミュニケーションも円滑にしてくれる貴重な存在のは
ず。飼い主一人ひとりが、1匹のペットにも私たちと同
じ命が宿っていることを強く自覚することで、人間と動
物が真に共生できる社会が到来することを期待したい。

◎ペットが最愛の伴侶であり続けるために

ペット葬儀

ペット保険 ペット用
サプリメントサ

ペット用
アロマセラピーアロマセラピー ペットシッター

ペットを対象にした主なサービス

日
本
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
ペ
ッ
ト
が
い
て
、
彼
ら
は

ど
の
よ
う
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
近
年
の
ペ
ッ
ト
事
情
に
迫
っ
て

み
た
。
ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
日
本
は
人
間
と
共
存
し

や
す
い
国
な
の
だ
ろ
う
か
。

有料
52%

無料
48%

引き取り手数料

行って
いない 行って

いる44%

56%

譲渡後の追跡調査

行って
いない
64%

行って
いる
36%

定時定点収集

データ出所：「ペットの飼育率」「犬猫の飼育匹数」＝第 14 回（平成 19 年度）全国犬猫飼育率調査結果（ペット工業会）、「犬
　　　　　　種別犬籍登録頭数」＝犬種別犬籍登録頭数（2007 年 1 月～ 12 月）（社団法人ジャパンケネルクラブ）、「犬猫殺処
　　　　　　分数」「自治体による施策」＝平成 18 年度版 全国動物行政アンケート結果報告書（地球生物会議、動物実験廃止・
　　　　　　全国ネットワーク、生きもの SOS）
参考資料：総務省・統計局ホームページ

犬猫殺処分数

自治体による施策

殺処分数合計
殺処分数（猫）
殺処分数（犬）
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「 W e  a r e  P B  S u p p o r t e r s !」

団体＆店舗サポーター

パワーボールでは、まだまだサポーター
を大募集しています。
これからの社会を私たちと一緒に考え、
元気な社会を作っていきたいと思う方の
ご応募をお待ちしています。
詳しくはホームページで
www.power-ball.co.jp

これからも人と社会をつなぐ存在で
あり続けます。
みなさまのあたたかい応援があって、パワーボールの今があります。
たくさんのご賛同、ありがとうございます。

セーブ・ザ・チルドレンは、世界１２０ヵ国で活動する
国際NGO。教育、栄養・保健、暴力や虐待からの保護など、
あらゆる分野で世界中の子どもたちをサポートしていま
す。ただいま冬募金を募集中。詳しくはホームページで。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　URL：www.savechildren.or.jp

NPO法人　
経済人コー円卓会議日本委員会
（CRT日本委員会）

CRTは、1986年創設のCSR推進・普及を目的に世界
20カ国以上で活動するNGOです。来る12月5日に
CSRセミナー「現場から見たCSR経営 - 日米欧の価値
観の相違を考える」を開催します。詳しくは当会HPを
参照ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　URL：www.crt-japan.jp 

※ PBサポーターのご紹介は、すべて敬称略・五十音順です。

アド＊バイク
　・ファウンデーション

アド＊バイクとは自転車を使ったエコな広告媒体です。
企業のエコ活動や社会貢献、NGOや行政のキャンペー
ンなど、社会をエコにシフトする取り組みをメインに
PRいたします。収入の１０％をアド＊バイク基金とし
て公共広告につかいます。

　　　　　　　　　　　　URL：www.ad-bike.jp

環
境
を
守
る
た
め
に
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

私たちは都心の水辺を中心に、清掃活動や体験型環境教
育プログラム、自然学校などを実施しています。一人ひ
とりが環境について知識を高め、それを伝えて行くこと
が、地球を守る第一歩。明日のリーダーは、皆さんです。
ご参加をお待ちしています。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　URL：www.enjoy-eco.or.jp

ブックオフでの本・CD・DVDの買い取り額が、
アジアの子どもたちの学ぶ機会につながります。
まずは下記までご連絡ください。

TEL：03-5360-1233
FAX：03-5360-1220
URL：www.sva.or.jp/bookaid

冬
募
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

サポーター
募集中！
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企
業
サ
ポ
ー
タ
ー

個
人
サ
ポ
ー
タ
ー

遠
藤
晋
・
新
潟
県
「
普
段
は
知
り
得
な
い
情
報
を
、楽
し
く
読
ん
で
ま
す
」、大
塚
尚
・
東
京
都
「
こ

れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
」、郭
柄
秀
・
埼
玉
県
、高
坂
勝
・
東
京
都
「
共
に
つ
な
が
り
合
う
、

未
来
へ 

b
y
た
ま
T
S
U
K
I
」、
須
藤
達
也
・
宮
城
県
「
ま
ず
、
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
！
」、
ア
ラ
シ
「
よ
り
よ
い
地
球
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
残
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」、

イ
ナ
ク
ツ
「
地
球
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
」、
エ
イ
ジ
「
人
も
地
球
も

動
物
も
植
物
も
海
も
山
も
、
み
ん
な
大
切
な
い
の
ち
」、
オ
ハ
ナ
「
子
ど
も
達
が
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
未
来
を
願
っ
て
。」、
ガ
イ
ア
「
こ
れ
か
ら
も
世
の
中
の
い
ろ
ん
な
こ
と
、
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
」、
桃
象
「
た
く
さ
ん
の
人
に
届
き
ま
す
よ
う
に
〜
♪
」、
幸
丸
「
幸
せ
な
世
界
の
た
め
に
、

知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
」、
ス
ミ
ス
ミ
「
エ
コ
な
モ
ノ
が
大
好
き
で
す
！
」、
千
尋
「
活
動
の

輪
が
つ
な
が
っ
て
広
が
り
ま
す
よ
う
に
」、
ト
シ
「
地
球
と
い
う
み
ん
な
の
家
を
み
ん
な
で
大

事
に
し
て
い
き
た
い
」、
の
ぞ
「
肩
の
力
を
抜
い
て
で
き
る
こ
と
か
ら
、
世
の
中
を
よ
く
し
て

い
き
た
い
で
す
」、
は
っ
こ
「
社
会
貢
献
っ
て
言
葉
は
カ
タ
イ
け
ど
、
今
の
世
の
中
に
は
き
っ

と
必
要
な
こ
と
」、
ヨ
ン
ヨ
ン
「
身
近
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」、
雄
哉
「
み
な
さ
ん
の
活
動
、

素
晴
ら
し
い
で
す
！
」、
り
ゅ
う
た
ん
「
末
永
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
応
援
し
て
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
匿
名
22
名

Social Ecoo は、NPO
法人ソーシャル・イノ
ベーション・ジャパン
（SIJ）が運営するソー
シャル＆エコ・ビジネ
ス総合情報サイトです。
アソシエイトメンバー
（メルマガ会員）大募
集！！ソーシャル＆エ
コ・ビジネスの最新情
報・イベント情報を毎
週お届けします！ぜひ
ご登録ください！！

NPO法人
ソーシャル・イノベーション・ジャパン

Social Ecoo
 アソシエイトメンバー募集！

　URL：www.socialecoo.jp

NPO法人
ヒューマンライツ・ナウ

06年 7月に法律家、研究者、ジャーナリスト、NGO
関係者等が立ち上げた人権NGO。主にアジア地域や国
連など国際社会での人権分野の国際協力・貢献、国内で
の国際人権基準の啓発・実現の為の活動などを行う。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　URL：www.ngo-hrn.org

NPO法人

みんなの夢の音楽隊

　　　ご注文は、オンラインショップから！
　　　携帯電話からもご注文できます。
　　　　　　　　　　http://yumeuta.shop-pro.jp

＊デザインは制作段階でのものです。実際の商品とは多少異なる場合があります。
　あらかじめご了承下さい。
＊これらのカレンダーの収益金は、ＮＰＯ法人みんなの夢の音楽隊を通じて、アフガ
　ニスタンの子どもたちのために役立てられます。

「つぎは、いつあえるの？」　戦争ではなく、トモダチを。

定価1,500円（税込）
A2変形版（見開き縦560mm×横420mm）

定価1,000円（税込）
●本体カード（幅160mm×高さ110mm）

アフガニスタンチャリティーカレンダー2009

壁掛け型

卓上型
●専用コルクボード
（見開き縦560mm×横420mm×厚み6mm）

絵本『地雷ではなく花をください』（絵：葉祥明、文：柳瀬房子）より

会のキャラクター、サニーちゃんの絵本やグッズを買っ
て、難民や障害をもつ人たちを応援してください！無添
加石けんやかわいい一筆箋、携帯ストラップなどなど。
お歳暮やクリスマスプレゼントなどにもぜひどうぞ。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　URL：www.aarjapan.gr.jp

お買い物で国際協力

「“何か”はきっとできるキャンペーン～クリスマスまで
に 6000 人の子どもたちにチャイルド・スポンサーを
～」を実施中。支援を受けて成長した元チャイルドを迎
えたイベントを開催します。詳しくは、キャンペーン特
設ページwww.worldvision.jp/campaign09をご覧く
ださい！

認定NPO法人
ワールド・ビジョン・ジャパン

チャイルド・スポンサーシップの支援を受けて成長した
カンボジアのカナさんが来日します

ネパリ・バザーロは「お買い物で国際協力」をテーマに、
ネパールで生産・栽培されている商品を、継続的に輸入・
販売し、生産者の経済的自立を目指すフェアトレード団
体です。
国際フェアトレード連盟 IFATに所属しています。

　　　　　　　　　　　　URL：http://verda.bz

ネパリ・パザーロ
      （フェアトレード団体）
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「
な
ぜ
牛
や
豚
を
食
べ
る
の
か
。
野
菜
や
穀
物
だ
け
で
も
人
間
は
十
分
生
き
て
い
け
る
の
に
」

ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
友
人
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。

人
間
の
空
腹
を
満
た
す
た
め
に
命
を
奪
わ
れ
る
動
物
が
か
わ
い
そ
う
、
と
い
う
気
持
ち
は
わ
か
り
ま
す
が
、

思
わ
ず
「
植
物
に
だ
っ
て
命
が
宿
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と
反
論
し
て
ケ
ン
カ
に
な
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
口
に
入
る
前
に
、
す
で
に
生
き
物
と
し
て
の
役
目
を
終
え
て
い
る
食
用
動
物
と
違
い
、

ペ
ッ
ト
は
今
こ
の
瞬
間
を
生
き
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
命
を
預
か
る
身
と
し
て
、
飼
い
主
の
責
任
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
の
に
な
ぜ
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
の
か
。

今
号
の
特
集
で
は
、
ペ
ッ
ト
問
題
を
通
じ
て
見
え
て
く
る
現
代
社
会
の
姿
に
迫
り
ま
し
た
。

「
ペ
ッ
ト
が
歳
を
取
り
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
飼
い
主
の
生
活
環
境
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
一
方
で
、

教
育
や
躾
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
商
品
の
よ
う
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
を

何
の
事
前
知
識
も
持
た
ず
に
「
購
入
」
し
、
手
に
負
え
ず
捨
て
て
し
ま
う
人
も
い
る
…
…
。

理
由
は
飼
い
主
の
数
だ
け
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
ひ
と
つ
確
か
な
こ
と
は
、
飼
い
主
の
意
識
の
持
ち
方
、
愛
情
の
注
ぎ
方
ひ
と
つ
で
、

人
間
を
癒
す
ペ
ッ
ト
も
癒
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

―
―
同
じ
動
物
で
あ
る
人
間
は
、
ペ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
命
そ
の
も
の
を
大
事
に
し
て
い
る
の
か
―
―

日
本
中
の
施
設
で
毎
日
の
よ
う
に
旅
立
っ
て
い
く
動
物
た
ち
の
声
な
き
声
が
、

現
代
人
に
そ
う
問
い
か
け
て
い
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

パ
ワ
ー
ボ
ー
ル
編
集
長
・
金 

昌
祐

本誌はすべて大豆インキと再生紙を使用しています。
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